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、陳魏宋楚之間
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楚の間では、保庸を甬と呼ぶ
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いる。51）
唐代、新疆吐
ト ル フ ァ ン
魯番市哈






































































































































































































なく、戦国時代早期の河南省洛陽市中州路第 2717 号墓の跪く男性俑（1954 年、故宮博物院蔵）、















































































































































































明器 盟器 冥器 法物 貌器 蔵器 凶器
臓器 秘器 鬼器
「偶」字関連名称
土偶人 土偶 土偶人 木偶 木偶人
「人」字関連名称
人 象人 人形 嵩里老人 桐人 鉛人 執役人
その他の名称






















































時代 名称使用 実物使用 「俑論」使用
原始時代〜殷・周時代 × ○ ×
春秋・戦国時代 × ○ ○名前出現
秦代〜明代 × ○ ○
清代中期〜晩期 ○名前復活 × ○
近代・現代 ○ × ○
「俑」は、英文表示では「Terra-Cotta」、「Tomb figure」、または「Figurine」となり、1987 年ユネス






































































































































































































































































































































































 一 . 支那古明器の出現
 二 . 明器  泥像を作製するにあたっての動機
 三 . 漢代の泥像
 四 . 漢代の什器及びその他の明器
 五 . 六朝の泥像
 六 . 唐代泥像の発達
 〔以後略〕
150
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也、不殆於用殉乎哉。（悲しいことに、
死者へ生者の品を使わせるのであって





























































ない」と主張している。233） その後の 20 世紀後半には世界考古学界における最も重要な出来事の
一つである、秦の始皇帝の兵馬俑が発見された（1974 年）。その後も始皇帝陵園内での重要発見
が続出し、兵馬俑に関連ある様々な情報が世界中を駆けめぐった。「兵馬俑」の名称はいち早く














































北魏時代と推定される山東省淄博市区大武鎮窝托村 10 号墓の 12 体の彩色生肖俑は現段階の最
も古い実例である（1973 年）。236） 唐代の陝西省西安市韓森寨出土の生肖俑、陶製は動物形態を併
せ持つ俑の代表作である（1955 年、国家博物館蔵）。237） 唐代の陝西省礼泉県城北の粛宗建陵内出
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12 月。
13） 同注 12
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